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－ 巻頭言 －

 

「こんなことが・・・」 

 

部顧問 平木 准教授   

その日、学生４名を乗せて実験場所へ向かうこ

とになっていたので、通勤用の軽乗用車ではなく、

普段妻が使っているワゴンを借りて出掛けた。一

人での移動がほとんどな私に対して、妻は友人を

乗せることが多く、万が一の場合を考えてそのよ

うにしている。夕方、妻から電話があり、軽乗用

車に乗っていて事故にあった、という。信号待ち

をしていたところに、かなりの速度で追突された

のだそうだ。しかも、妻には同乗者がいた。それ

も、よりによって後部座席に、だ。なぜ？と思っ

たが、同乗者は２名いて、助手席の１名を降ろし

てから事故にあったということらしい。２人とも

身体の方にダメージはなく幸いだったが、精神的

なショックは大きく、しばらく茫然としていたよ

うだ。相手の人がなぜか事故に手慣れていて、そ

の場の処理はすべて行ってくれた。保険会社も対

応が早く、その日の夜自分が帰宅したときには、

車はすでに代車に置き換わっていた。 

数日ほど様子を見ても、ともに身体の方にさし

たる異常もないようなのでようやく安心できた。

残る気がかりと言えば、９年落ちの車では修理代

の方が高くつくはずで、通勤の足がなくなってし

まうことだ。しかし、これも相手が加入していた

保険のカバー範囲が広くて、問題なく直してもら

えることになった。１週間ちょっとして修理を終

えて戻ってきた車は、私の目にはまったく元の通

りに見える。板金を担当した人いわく、「かなり

ひどく潰れていました」とのこと。さすがである。

再び通勤で使用するようになって、「代車より断

然いい」と感じて乗っていると、後方で軋むよう

な金属音がすることに気付いた。古いから仕方な

い、と思うようにしていたが、以前は感じていな

かったこともあり、気になっていた。次の週末、

出かけようとしてふと後輪付近に目をやったと

ころ、マフラーを吊り下げるゴムブッシュに何も

かかっていないのが見えた。「嘘だろ」と思いつ

つも、マフラーを探ると案の定垂れ下がっている

ステーがあった。そのままにしておくわけにもい

かず、その足で修理会社へ向かい、応対に出た店

員に状況を説明した。しばらくすると、先日の修

理担当者が出てきて、「そこは修理時には外して

いません」と言う。それでも異音のことを訴える

と、ようやく応急処置を施してくれた。正直なと

ころ、作業を開始する前に状況を把握することか

ら始めるはずだから、素人が見てもわかるものに

気付かないはずはない、とツッコミたくなった。

当初感じていた対応の素晴らしさもごく１面に

過ぎないものであった。 

別の日、研究室の学生を軽乗用車に同乗させた

際、マニュアル車とオートマ車のどちらが安全か、

を話題にしてみた。普及率を考えれば何をいまさ

らな話ではあるが、今でもオートマ車の誤発進に

関するニュースには事欠かない。正しく操作をし

ないと進みすらしないマニュアル車が安全と唱

える生きた化石の私に対し、学生は違った。操作

が煩わしくないオートマの方が注意力をより外

部に向けることができるから安全、なのだそうだ。

同意はしないが、一理ある。矛盾だらけの人間よ

りコンピューターに任せる方が信頼できる、とは

言える。だが、そのコンピューター制御にもまた

それを作った人間が反映されている。 

「こんなことはないだろう」ということが実際

に起こる。人間が勝手にそう決めつけているから

だ。だが、工学においては想定の内外を区別する

ことは不可避だ。一番有難いのは、想定外の事態

にコンピューターが対処してくることだが、もち

ろんそんなことはあり得ない。やっぱり人間次第

である。つまりは、人間に施す教育が大事となる。

どこでそんな教育をしているかって？どこだろ

う、大学・・・なのかな？ジレンマだ…。了
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－所 感－ 

平成 25 年 OB 会総会を終えて 

 

自動車部 OB 会会長 木村（36） 

大型台風２７,２８号接近の情報で、開催が心配され

ましたが、総会、懇親会、翌日のオプション行事も、予

定通り無事終了することが出来ました。開催準備に尽

力された中部地区実行委員会の皆様、遠路ご参加を

頂いた会員の皆様に、厚くお礼申し上げます。 

 総会に先立つ役員会で、前総会からの課題「会則改

正」と「現役支援・交流」他、を討議しましたので概要を

お知らせします。 

 会則改正については、２年間委員会で検討を続けて

きましたが、尚課題を残しておりましたので、役員会の

席で基本方針を確認し、会則には「―――とし詳細は

付則による」を追加することとし、付則の整備、特に「会

計制度や支援制度の明確化」を目指す事としました。

担当は門司、武地、中西３氏にお願いしました。 

次に現役支援・交流については、中西、山下氏によ

り準備された「現役支援・交流実施要領」を基に検討し、

これを承認しました。目標は、「部活動の活性化に向け

て組織的、計画的に現役支援・交流が出来る体制作り

を目指す」事とし、「人的支援」と「資金支援」の両輪で

の活動を目指します。このため、山下氏（Ｈ１）には現

役交流担当役員（総会役員人事で承認済み）、及びＯ

Ｂ会窓口担当者をお願いしました。「人的支援」では、

山下氏の指揮の下でサポート隊を組織し、ラリーや部

活動への支援に当たることになります。「資金支援」で

は、同じく山下氏の下で支援資金の運用管理、部の収

支計画改善への助言をすることになります。さらに、Ｏ

Ｂ会として、毎年一定額の資金支援をするよう努力する

ことになりました。この為、九州近辺の会員の皆さんに

は人的支援へのご協力を、一般会員の皆さんには部

活動援助金への一層のご協力をお願いします。 

更に、名簿担当役員に新たに西原氏（５４）をお願い

し、後に総会で承認されました。名簿の変更、整備を、

松元氏とともに担当しますのでよろしくお願いします。 

さて、ＯＢ会も、今後益々高齢化し、特に平成世代の

会員の入会と活動の活性化を考えていかなければなり

ません。一方、平成世代のＯＢは決して多くはありませ

んが、少しでも多くの平成ＯＢの発掘、入会が実現出

来ればと考えています。平成世代のＯＢは、同期、ある

いは前後のＯＢを積極的に発掘して頂きたいと考えて

います。 

総会、懇親会も無事終わり、翌日はバスで新城総合

公園に行き、「新城ラリー」を観戦しました。好天の下で、

スペシャルステージ及びダートの同乗デモランが開催

され、爆音とドライブテクニックを満喫しました。 

綿密な計画の下に、順調に運営して頂いた、中部地

区川越実行委員長、実行委員の皆さんに、改めて御

礼を申し上げます。 

この後、昭和３６年同期入社の懇親会が山口市の湯

田温泉で開催されましたが、出席率も毎回下がり、残

念ながら次回で最後とする事になりました。欠席理由も

健康上の理由が増えてきました。年齢は逆戻りできま

せんが、それでも常に頭を働かせ、体を動かす事によ

り、健康寿命を延ばし、２０２０年の東京オリンピックや、

部分開通するかもしれないリニア新幹線も体験するた

めに、元気良く生きて行きたいものです。    以上 
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－ 新主将、現役挨拶 － 

 先輩の皆様へ 

責善会自動車部 第７３代主将 池田（2 回生） 

先輩の皆様にはご清勝のこととお慶び申し上げま

す。私は、来期より第 73 代主将を務めさせて頂き

ます、 2 回生の池田と申します。 

今回、主将という大役を務めさせて頂き誠に光栄

に思います。責善会自動車部の先輩方が積み上げ

てきた伝統と歴史、そして私が責善会自動車部でひ

しひしと感じた“車の楽しさ”を数多くの方に知っても

らえるよう、真髄を注ぎたいと思っております。それと

ともに後世に惚れる新しい事業にも取り組んで行き

たいとも思っております。 

まだまだ未熟者でございますが尊敬する先輩方

のご助言・ご協力を頂いて大変良き活動をしていき

たいと思っております。何卒よろしくお願い致します。

新 OB 担当挨拶 

今回、OB 担当をさせていただきます、２回生漆原と

申します。今後、OB 会に関する自動車部の窓口を

受け持つこととなりました。不手際な部分もあるとは

思いますが、宜しくお願い致します。 

 

 

 

新入生挨拶 

１．杉谷 

自分が自動車部に入部した理由は、ジムカーナ

やラリーのような自動車競技に出てみたかったから

です。また、昔から機械などを分解したり、それをもう

一度組み立てたりするのが好きだったので、車の整

備についても詳しく知りたいと思ったからです。自分

はまだまだ知らないことばかりなので先輩方の力を

お借りして知識や技術を身に付けていきたいと思い

ます。 

２．谷口 

私が自動車部に入部した理由は、何か経験したこ

との無いことを始めたいと思っていて、卒業後や就

活の際に役立てることのできる知識を得たかったか

らです。また、部活見学に行ったとき楽しかったのと、

勢いです。取れたら二年生の前期内までには免許

を取り、取ったら、特にナビゲーターとしてラリーに出

てみたいと思っています。そして、出来るだけオフィ

シャルとしても競技に参加し、全制覇したいです。 

３．平田 

僕がこの自動車部に入部した理由は、高校三年

生のとき車に興味を持ち、この大学に入学した暁に

は自動車に関係のある活動がしたいと思っていたこ

とにあります。本やネットをみるだけではわからない

ことが知りたくて自動車部に入りました。これからの

抱負としては車の整備がもっとうまくなるように努力

することとはやく自分の車が持てるように環境を整え

ることです。 

４．吉岡 

僕が自動車部に入部しようと思った動機は、工業

大学らしいことをしてみたかったということ、車いじり

をしてみたかったということがありました。これからの

目標として、基礎的な運転技術の向上のほか、自動

車整備に関する知識を増やしていきたいと思いま

す。 

５．漆原 
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自分が自動車部に入部したのは、自動車のエン

ジンルームや足回りなど内部の構造はどうなってい

るかに興味があったからです。普段から多く目にす

る自動車がアクセル踏むとなぜ走るのか、ハンドル

を回すことでタイヤにどのように伝わっていくのかな

ど知りたいと思ったからです。入部したあとは自分が

車を持ったときに整備が自分でできるように車庫に

積極的に顔をだし、先輩方の技術を盗んで知識を

深めていきたいと思います。

２０１４年活動計画 

３月 追い出しコンパ 

４月 入学式・部員勧誘 

５月 ACK スプリングラリー・全九州学生ダート 

６月 春期全九州学生ジムカーナ 

８月 遠征・強化合宿 

１０月 秋季全九州学生ジムカーナ 

１１月 第５２回 ACK・KIT ナイトラリー・工大祭 

１２月 忘年会 

=============================================================================================

第 51 回 ACK・KIT ナイトラリー詳報 

九州工業大学工学部責善会自動車部 第 51 代ラリー委員長 久原 

 

 2013 年 11 月 9 日～10 日に開催しました、第 51

回 ACK・KIT ナイトラリーが無事に終了いたしまし

たので、報告させていただきます。 

大分県日田市上津江村にある国際サーキット、オ

ートポリスを中心に、上津江・中津江・前津江の林道

を使用して総移動距離約 100km のラリーを開催させ

ていただきました。 

今回の参加台数は 14 台と少なかったですが、学

生選手権もかかっており、学生の参加台数が 14 台

中 4 台と目立ちました。 

当日は雨の予報が出ており、実際 2nd ステージ

（林道区間）に入り雨が降りました。しかし、大きな事

故もなく無事に競技の進行ができました。 

1st ステージでは、オートポリスのレイクサイドコー

スを使用して、SS ラリーを行いました。大きな事故も

なく皆さん元気に走っておられました。 

2nd ステージでは、林道を使用した計算ラリーを行

いました。こちらではハイアベ区間で2 台リタイアしま

したが、クルーは無事でした。計算ラリーということも

あり、ベテランの方々は好成績を収めており、学生も

それなりの成績を収めておりました。 

今回のラリーを開催するにあたり、徳尾三郎さんを
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はじめとする ACK の皆様には全面的協力をしてい

ただきました。OB の皆様も各地から来られ協力して

いただき、多くの方の助けを頂いて開催することが

出来ました。関係者皆様に心よりお礼申し上げま

す。 

来年は第 52 回になります。場所が変わり、福岡県

内で行う予定です。今後とも ACK・KITナイトラリーを

盛り上げていきたいと思いますので、皆さんどうぞよ

ろしくお願いいたします。 了 

============================================================================================== 

 

============================================================================================== 

―OB 会活動報告・決算報告―

平成２５年度活動報告（Ｈ24/10-Ｈ25/9） 

OB 会 事務局 中西（50） 

 

収入 金額 支出 金額
責善会 援助金 \300,000 大会参加費 \158,590
OB会 援助金 \218,000 維持費等 \149,982
部員 負担金 \120,000 エルフ車検代 \193,860

部車維持費 \102,647

KITナイトラリー \408,000 KITナイトラリー \358,725
平成25年度へ繰越 \82,196

合計 \1,046,000 合計 \1,046,000

24.4.1～25.3.31

平成24年度工学部自動車部決算報告

【上期活動報告】 （OB会員敬称略）

平成24年 11/3-4  　    ：第50回KITナイトラリー現役支援（JAF公認九州Jr.シリーズ）

12/15     　   ：流星24号発行（武地）
12/28    　    ：関西地区忘年会（神戸元町/東亜食堂にて：中原、橘、木庭、山崎、中西、 計5名））
12/30     　   ：餅つき会（徳尾モータースにて：現役との交流、OB若干名）         

平成25年

【下期活動報告】 （OB会員敬称略）
平成25年 4/14             ：部活動援助費送金⇒OB会会計から90,000円（武地）

5/16  　　　　 ：総会準備費送金⇒OB会会計から40,000円（武地）

11/ 11　　　  ：【平成25年（第7回）OB会総会】（中部地区主催）第１回実行委員会開催（キックオフ）
　　　　　　　　　（愛知県刈谷市/Ｄスクエアにて：川越、河野、溝尻、永田、御領、小川、 計6名）

1/ 12　　 　　 ：OB会関東地区新年会（親睦会）（新橋/鳳龍クラブにて：岩本（博康）、廣田、木村、門司、
　　　　　　　　　佐藤（久雄）、中西、武地、早田、槙本、石野田、近藤、網田、太田、渕上、津曲、安倍、松本、
　　　　　　　　　計１７名）

1/ 26　　　　  ：【平成25年（第7回）OB会総会】（中部地区主催）第2回実行委員会開催
　　　　　　　　　（愛知県刈谷市/Ｄスクエアにて：川越、河野、溝尻、永田、御領、小川、 計6名）

3/ 23　　　　  ：【平成25年（第7回）OB会総会】（中部地区主催）第3回実行委員会開催
　　　　　　　　　（愛知県刈谷市/Ｄスクエアにて：川越、河野、溝尻、永田、御領、小川、 計6名）

6/15　　　　　 ：【平成25年（第7回）OB会総会】（中部地区主催）第4回実行委員会開催
　　　　　　　　　（愛知県刈谷市/Ｄスクエアにて：川越、河野、溝尻、永田、小川 、計5名）

5/18-19　　　：ACKスプリングラリー（北九州）　2013JAF九州ラリー第2戦開催にOB・現役運営参画

6/15　　　　　 ：関東地区のOB懇親会開催（品川）～尾崎様から借用の流星創刊号、他号回覧後ＨＰへアップ～
　　　　　　　　　（中西、武地、江頭、早田、西原、槙本、近藤、網田、太田、渕上、 計10名）
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=============================================================================================

第三回現役・ＯＢ交流会 報告 

『部活動の活性化に向けて組織的、計画的に現役支援が出来る体制づくり』 

ＯＢ会 現役交流担当 中西（50） 

前年度に引き続き、2013 年 8 月 17 日（土）、母校

において現役とＯＢの交流会が首記テーマにて開催

されました。 

ＯＢは、伊東幹事をはじめ九州地区のＯＢを中心

に１３名、現役は、9 名で出席者は合計２２名でした。 

交流会は、茶堂ＯＢ担当（2 回生）が進行役となり、

先ず当日資料に基き「自動車部の現在の活動」、

「部員数増加」、「ＳＡ車（ナンバー付き車）の所有」、

「予算・決算報告」等について説明がありました。 

次に今回のテーマである「これからの部活動の活

性化に向けた人的支援、資金支援体制をどうしてい

くか！」について活発な意見が出され、色々な課題

はあるものの中身の濃い充実した交流会となりました

（次項参照）。 

 

概要は下記通りです。 

１．日時  平成 25 年 8 月 17 日（土） 

13 時 30 分～17 時 00 分 

２．場所  九州工業大学 学内 C-2C 

３．議題     

①現役による活動実態・課題改善等の説明（活動

内容、会計収支現状、今後の課題改善プラン

等） 

②人的支援体制：北九州を中心とした九州地区ＯＢ

の指導・支援体制について 

③資金支援体制：計画的援助費募金・基金につい

て 

④その他（現役との情報交流について） 

・部員とＯＢとのつながりを深める 

・情報提供（練習車・部車用譲れる、売れる車の

情報など） 

・ＫＩＴ-ＡＣ連絡網と就職後の連絡先情報整備に

ついて 

 

場所を懇親会場に移し、世代を越えた現役とＯＢの

気さくな親睦の場として盛り上がりました。 

皆様、大変お疲れ様でした。 

 

【出席者（敬称略）】 

（ＯＢ）  

伊東（44）、藤田（44）、山本（46）、中西（50）、白水

（57）、小川（59）、山下（H1）、福田（H3）、犬丸（H17）、 

石丸（H18）、桂（H20）、北垣（H22）、 

岩本（H23） 

（現役）  

原（4 回生）、坂元（4 回生）、穴井（3 回生）、久原（3

回生）、茶堂（2 回生）、福田（2 回生）、谷口（1 回生）、

吉岡（1 回生）、平田（1 回生） 

9/11             ：部活動援助費送金⇒OB会会計から110,000円（武地）
9/11             ：現役との交流会費送金⇒OB会会計から10,000円（武地）

9/28　　　　　 ：【平成25年（第7回）OB会総会】（中部地区主催）第6回実行委員会開催
　　　　　　　　　（現地ホテル三河海陽閣にて：川越、河野、溝尻、永田、御領、小川 、計6名）

9/13             ：【メール役員会】「副幹事（関東地区）及び現役交流担当役員追加の件」

8/17             ：第3回現役・ＯＢ交流会開催（九工大　学内C-2C）/懇親会開催
　　　　　　　　　（現役　計9名/ＯＢ　伊東、藤田、山本、中西、白水、小川（洋）、山下（利）、福田、犬丸、石丸、桂、
　　　　　　　　　  北垣、岩本（裕）、　計13名）

8/31　　　　　 ：【平成25年（第7回）OB会総会】（中部地区主催）第5回実行委員会開催
　　　　　　　　　（愛知県刈谷市/Ｄスクエアにて：河野、溝尻、永田、御領、小川 、計5名）

9/26             ：【メール役員会】「平成25年度活動報告・平成26年度活動計画（案）の審議及び総会パンフ掲載資料
　　　　　　　　　の確認の件」

9/4　　　　　　：【メール役員会】「現役部活動援助費追加送付の件（承認伺）」
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現役支援・交流「人的支援/資金支援体制」について 

事務局、現役交流担当 中西（50） 

2013 年 10 月 26 日、27 日に中部地区のご尽力に

より開催されました第 7 回 OB 会総会を成功裏に運

営されました。実行委員会の皆様に感謝申し上げま

す。ほぼ 1 年間の準備期間、お疲れ様でした。 

 

兼ねてより懸案事項でありました現役支援・交流

のあり方について過去３回の現役交流会を通して、

部活動の取組み姿勢・活動環境や現役が抱える問

題を明らかにして、その解決方法を検討して参りまし

た。 

この度、具体的に「現役支援・交流実施要領」とい

う形で取りまとめ、先の役員会で基本的なあり方とし

て承認されましたので皆様にご報告致します。 

別紙「現役支援・交流実施要領」、「現役支援・交

流 人的支援体制」をご参照下さい。 

今後は、ＯＢ会の一つの目的であります”本会は、

現役自動車部の発展に寄与すること”に向けて運用

しながら、あるべき状態に運営されるよう改善してい

きたいと考えますので皆様のご協力をお願い申し上

げます。   以上 

 

主な現役支援・交流活動および活動案
・KITナイトラリー運営指導・支援（コース・問題監修、官公庁対応、最終試走など）
・KITナイトラリー当日支援（オフィシャルスタッフとしての参加）
・Bライ競技（特にラリー）への誘い（ナビ要請（養成）、サービス隊の組織、参加）
・ラリー啓蒙（クイズラリー（スカベン）を含む部内ラリーの復活）
・学連競技会（ジムカーナ、ダートラ）のOB枠への参加
・フィギュア練習指導
・車輛整備支援・指導（技術面、金銭面）
・親睦行事（交流会、餅つき大会、親睦会、OB訪問など）
・卒業生のフォロー（就職後の連絡先の把握、OB会入会のフォロー）

現役交流担当：山下（利）/中西

現役支援・交流　人的支援体制

OB会　役員会

人的支援サポート隊
（九州地区部会員主体で運営）

　窓口責任者：現役交流担当役員

　　　　　　　　　　　(北九州在住）

幹事会
　　　　  （幹事長     ：　　　　  ）

　　　　　  （副幹事長：　　         ）

　  　　　　（会計　　   ：                ）

現役支援・交流
サポート活動隊
　　　　　（ラリーオフィシャル支援）

　　　　　（ラリー運営 指導・支援）

　　　　　（日常練習 指導・支援）

　　　　　（練習会主催・参加）

　　　　　（学連競技会OB参加）

　　　　　（交流会参加）　ｅｔｃ

九州地区
部会

九州工業大学自動車部
（幹部会）

窓口責任者：現役OB担当

（関東、中
京、関西）
地区部会

支援要請

指導・支援・交流

要望・依頼指示・依頼

要望・依頼

支援

要望・依頼

支援
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支援
区分

No． 項目 内容

1 目的
現役の部活動においてＯＢが日常的並びに定例的活動の指導、支援を通じて、現役
の部活動の質向上とＯＢとの連携・交流強化を図ることにより部活動の活性化を図る。

2 窓口責任者

①OB会窓口：北九州在住の現役交流担当役員
②現役窓口 ：現役OB担当

※本実施要領の初代窓口責任者は、特記事項の通り。

3
支援・交流
活動

①ラリー運営指導・支援
②ラリーオフィシャル支援
③日常練習指導・支援（フィギュア、整備、その他）
④練習会主催・参加（クイズラリー、ラリー練習会、ジムカーナ・ダートラ）
⑤学連競技会OB参加
⑥交流会開催参加
⑦JAF競技会への参加支援（ナビゲーター要請、サービス隊の組織・参加）　他

4 サポート隊

①窓口責任者の現役交流担当役員が中心となり、北九州地区部会員有志で、幹事会
を設ける。
②幹事会を中心に地元OBサポート隊を構成し、支援・協力のサポート隊連絡網を作成
する。
③連絡網は、毎年年度末に更新する。
④原則として、サポート隊の役割分担計画を決める。

5
OBへの支援
・指導要請

①定期、非定期に開催するイベント時は、ＯＢ会窓口責任者が現役の窓口となり、サ
ポート隊役割分担計画に基き対応可能なOBへ協力を要請する。
但し、日常的な活動の支援・指導等、軽微なものは、直接、現役窓口からサポート隊連
絡網のOBへ依頼する。

1 目的
部活動援助費としてOB会から拠出し、資金支援を行うことにより、継続的、安定的な
部活動が行われるようにする。

2 窓口責任者

（人的支援と同じ）
①OB会窓口：北九州在住の現役交流担当役員
②現役窓口 ：現役OB担当

※本実施要領の初代窓口責任者は、特記事項の通り。

3 専用口座

●●銀行
①記号：○○    番号：△△
②名前：キュウシュウコウギョウダイガクコウガクブジドウ
③管理者：現役会計
④年度引継事項の取り決め：現役会計は、本口座を本実施要領の取決め事項を含め
て、次期会計にしっかりと引継ぐ。

4
支援基金の
運用管理

①現役の会計は、開設された専用口座に、OB会から振込まれた部活動援助費、現役
交流会費を支援基金として別管理する。
②現役の通常活動費は、年度活動予算で賄うこととし、原則、支援基金は、限定費目
以外には使用しない。尚、限定費目以外に使用する時は、現役交流担当役員の確認
を得る。
④現役窓口責任者は、半期毎（3月末、9月末）に専用口座のコピーを添付して収支状
況をOB窓口責任者へ報告する。
⑤OB窓口責任者は、OB会の会計と事務局に報告する。

5
使用費目の
限定

①部車新規購入或いは、買替え時の資金、②突発的に必要となった部車修理等多額
費目、③現役交流会合開催時の費用、④学連全国大会出場時の費用支援
⑤ＪＡＦ公認競技出場時の費用支援
上記①～⑤に限定する。

6

収支計画
達成のため
の現役の
取組み

毎年、現役は部活動改善実行計画を策定し、下記施策を中心に実施する。
又、OB会の会計年度末（９月末）に部活動改善実行計画の実施状況と達成度をOB窓
口責任者の確認を得てOB会事務局に報告する。
①責善会部費の確保（30万円確保）
　 支援課等に部活動、現状をアピール
　　 ・活動実績報告（イベントの企画・実施報告、参戦活動成績報告　他）
　　 ・部員・所持車の増加等　部拡大報告
　　 ・明専会報への自動車部現役の活動投稿
　 　・個人の費用負担実情（エントリー費、交通費等）　　　　　等々
②部員増員による部費増額
③KITラリーの参加台数増加による収入増
④経費削減（オークション等での安い部品購入、スポンサーとの交渉強化　他）

7
OB会の
取組み

①部車提供の支援
　　・個人、法人を問わず、廃車予定車、中古車情報等の提供
　　・流星、ホームページへの協力要請掲載

資金
支援

特記事項

人的
支援

※資料1-①
「現役支援・
交流人的支
援体制」参

照

①H25年10月26日時点
⇒山下利彦（金H１）
（※H25年9月20日メール役員
会で推薦）
②H25年度
⇒茶堂徹二（２回生）
　　　　　　　　　　　　（敬称略）

現役支援・交流実施要領

最終改訂：2013年10月20日
作成：2013年10月5日

現役交流担当：山下/中西

  【本要領の方針】
　　 『部活動の活性化に向けて組織的、計画的に現役支援・交流が出来る体制づくりを目指す』

H25年9月11日　穴井主将が
専用口座を開設。

①H25年10月26日時点
⇒山下利彦（金H１）
（※H25年9月20日メール役員
会で推薦）
②H25年度
⇒茶堂徹二（２回生）
　　　　　　　　　　　　（敬称略）
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============================================================================================== 

 

 

平成26年度活動計画（Ｈ25/10-Ｈ26/9）

OB会　事務局　中西　彰（加50）
【上期活動計画】 （OB会員敬称略）
平成25年 10/6            ：【平成25年（第7回）OB会総会のご案内】（中部地区主催）参加者へ最終資料配付

10/19-25     ：OB会総会パンフ印刷・作成（中部地区）
10/26    　    ：【総会前役員会】　”定例総会時役員会審議事項一覧”
10/26-27     ：【平成25年（第7回）OB会総会】開催（中部地区主催）
11/9-10 　   ：第51回KITナイトラリー現役支援（JAF公認九州Jr.シリーズ）
12/中     　   ：流星25号発行
12/下     　   ：餅つき会（現役との交流）  

平成26年 3/末　　　　　：部活動援助費上期分（H25.10.1～H26.3.31カンパ分）一括送金（限度額あり）

【下期活動計画】 （OB会員敬称略）
平成26年 4/上～9/下 ：現役との交流会費拠出

4/上～9/下 ：現役との交流会開催
4/上～5/下 ：ACKスプリングラリー（北九州）開催にOB・現役運営参画
8/中～9/下 ：【平成27年（第8回）OB会総会】（関東地区主催）開催準備（キックオフ）
9/末            ：部活動援助費下期分（H26.4.1～H26.9.30カンパ分）一括送金（限度額あり）

特記事項

木村知幸 （機36） 留

木庭敬士 （機43） 留・兼

幹事 伊東和俊 （子44） 留

副幹事 山本正樹 （制46） 留

副幹事 柴田博幸 （化45） 留

幹事 木庭敬士 （機43） 留・兼

副幹事 山崎賢二 （電49） 留

幹事 川越光廣 （化47） 留

副幹事 河野文隆 （制49） 留

副幹事

幹事 門司和夫 （金37） 留

副幹事 宮崎武士 （機39） 留

副幹事 坂井典次 （機52） 新

中西　 彰 （加50） 留・兼

武地伸佳 （機Ⅱ51） 留・兼

田中直方 （化45） 留

武地伸佳 （機Ⅱ51） 留・兼

松元俊彦 （機55） 留

西原博徳 （制54） 新

中西　 彰 （加50） 留・兼

山下利彦 （金H１） 新

近藤　 務 （制54） 留

役員

関
西

現役交流担当

ＨＰ担当

事務局

会計

会計監査

会誌担当

中
京

名簿担当

①新名簿担当の西
原氏については、前
定期総会時の役員
会では承認されまし
たが、本総会での
総会承認対象者で
す。
②新副幹事の坂井
氏、新現役交流担
当の山下氏につい
ては、H25年9月20
日、メール役員会で
承認されましたが、
本総会での総会承
認対象者です。

九
州

現役交流担当

（総会承認役員人事）
【平成25年10月26日以降】

（H25/9/20、メール役員会での承認人事）

関
東

名簿担当

会長

副会長

副会長

| 

| 

| 
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OB 会 25 年度会計報告、監査結果、26 年度予算（案） 

OB 会 会計 武地（ 51） 

下表のとおり平成`25 年度会計報告が、平成 25 年 10 月 26 日の OB 会総会で承認されました。 

 

 

会計監査報告 

会計監査 田中（45） 

今年度の自動車部ＯＢ会 会計に関する帳票・領収書などの精査をしました。 

決算報告は、適法・適正に処理されていました。 

 

収入 金額 支出 金額

前期繰越 325,799 振替手数料 5,670

会費 52,000 総会準備費 40,000

部活動援助費 108,000 流星25号印刷費 47,250

OB会カンパ 54,000 同　郵送代 26,754

事務費、通信費 5,040

交通費 0

現役との交流会 10,000

部活動援助費 200,000

26年度へ繰越（口座残高） 205,085

合　　計 539,799 合　　計 539,799

２４．１０．１～２５．９．３０

11 

会計監査報告書

平成.2.ぐ年／0月ぶ日

明専・九州工大自動車部 OB会

会長 1¥ii 阜

平成汰年 ／0月 5日 明専・九州工大自動車部 OB会 会計に関する

帳票・領収害などを精査しました。その結果平成 之ぐ一 年度の

決算報告については、適法・適正に処理されていることを確認しました。

以上報告いたします。

会計監査 厨平 魯
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平成 26 年度 OB 会予算案 

以下の予算案が、平成 25 年 10 月 26 日の OB 会総会で承認されました。 

行事

平成25年12月 流星26号発行

平成25年12月 現役交流会

（円）

収入 金額 支出 金額

25年度繰越 205,085 振替手数料 7,000

会費 100,000 現役交流費 10,000

現役部活動援助費 80,000 流星印刷費 60,000

OB会カンパ 60,000 同　郵送代 30,000

事務費、通信費 5,000

現役部活動援助費 100,000

〔費用小計〕 212,000

27年度への繰越 233,085

小計 445,085 小計 445,085

説明

【収入の部】

●会費；偶数年度なので10万円は見込まれる。

●援助費（収入）；実力は22年度、23年度程度の7万円から25年度の10万円程度。安全を見て8万円とした。

●OB会カンパ；平均値とした

【支出の部】

●振替手数料；24年並み

●流星印刷費、郵送代；総会特集でページが増えるので24年並み

●事務費、通信費；平均

●現役部活動援助費：24年度は、総会での現役からの要請と会員ご理解で多額の振り込みがあった。

　25年度は、援助費振込10.8万円にOB会留保から9.2万円を加え、役員承認を受け、20万円送金した。

　今後は、継続性、安定化のため10万円が妥当と考える。　即ち、本年度は、2万円をOB会の留保から取り崩す。

　なお、援助費振り込みが10万円を超えた場合は、全額を送金し、OB会留保は、取り崩さない事としたい。

平成26年度予算案
平成25年10月1日～平成26年9月30日

【参考】
収入実績

25年度 24年度 23年度 22年度 21年度 平均

会費 52,000 130,000 82,000 118,000 44,000 85,200
現役部活動援助費 108,000 220,000 68,500 70,000 51,000 103,500
OB会カンパ 54,000 76,000 67,500 61,000 67,000 65,100
総会余剰金 － 60,000 － 21,694 － －

小計 214,000 486,000 218,000 270,694 162,000 －

参考；振込者数 42 64 47 59 37

支出実績

25年度 24年度 23年度 22年度 21年度 平均
振替手数料 5,670 7,170 5,880 6,640 4,120 5,896
総会準備費 40,000 0 40,000 10,500 40,000 26,100
流星印刷費 47,250 56,490 39,375 122,497 103,625 73,847
同　郵送代 26,754 25,470 25,880 上記に含 上記に含 26,035
事務費、通信費 5,040 1,148 7,290 6,590 5,399 5,093
現役交流費 10,000 10,000 10,000 20,000 - 12,500
現役部活動援助費 200,000 218,000 63,500 90,000 20,000 118,300

小計 334,714 318,278 191,925 256,227 173,144 254,858

総会有 総会有 総会有
12 
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OB 会 会費、部活動援助費、OB 会カンパ振込状況   

皆様のご理解ご協力に感謝します。OB 会会費は、2 年に一度 2,000 円です。その他は毎年募集します。 

 

*；会費は2年分を一度に払う。昨年度払い済み

No 口座月日 科 年 氏　　　　名 会費 部活援助費 OB会カンパ

1 2012/11/2 化 45 田中直方 \2,000 \5,000 -

2 2012/11/26 金加 50 中西彰 \2,000 \4,000 \2,000

3 2012/12/11 機 36 木村知幸 \2,000 \6,000 \2,000

4 2012/12/25 電 44 熊本博司 支払済　* \2,000 -

5 同上 子 54 早田洋一 支払済 \3,000 \2,000

6 同上 電 49 佐藤修一 \2,000 - -

7 同上 テ 37 木村明朗 \2,000 - -

8 同上 設生 H8 小西幸生 \2,000 \2,000 \1,000

9 同上 制 46 山本正樹 支払済 \1,000 \1,000

10 同上 子 48 平松和彦 \2,000 - \3,000

11 2012/12/26 金 46 鞍馬英司 支払済 \5,000 -

12 2012/12/27 化 33 林田正三 支払済 \3,000 \2,000

13 同上 子 46 中野悟 支払済 \5,000 -

14 同上 電 29 廣田佳男 \2,000 \2,000 \2,000

15 同上 鉱 39 吉武美昭 \2,000 \1,000 \1,000

16 2012/12/28 化 33 嘉村　剛 支払済 \1,000 \1,000

17 2013/1/7 電 43 山本一明 \2,000 - -

18 同上 子 57 尾辻泰一 \2,000 \2,000 \1,000

19 2013/1/8 機 H17 犬丸　卓 支払済 \10,000 \2,000

20 2013/1/9 金 59 大井倫夫 支払済 \5,000 \5,000

21 同上 機 50 牛島秀幸 \2,000 - -

22 2013/1/11 カ 24 岩本博康 \2,000 - \1,000

23 同上 電 42 芳賀義昭 支払済 \2,000 \2,000

24 2013/1/15 開 58 高橋健司 \2,000 - -

25 2013/1/16 機 23 紀田兼昭 支払済 \5,000 \5,000

26 2013/1/18 機 29 山田靖彦 \2,000 - -

27 2013/1/24 金加 48 高見法生 支払済 \1,000 \1,000

28 2013/1/25 機 54 山下能史 支払済 \3,000 -

29 2013/2/4 制 55 太田大州 \2,000 \4,000 \4,000

30 2013/2/18 子 58 前田満 \2,000 \2,000 \1,000

31 2013/2/19 子 55 光成敏弘 \2,000 \2,000 \2,000

32 2013/2/22 鉱 31 河相良行 \2,000 - -

33 2013/3/1 機 59 稗田俊彦 \2,000 - -

34 2013/3/6 化 28 八木和夫 \2,000 \5,000 \3,000

35 2013/3/7 電 40 橘　正 \2,000 \2,000 \1,000

36 2013/3/8 機 43 木庭敬士 支払済 \5,000 -

37 2013/3/11 機 59 津曲隆司 \2,000 \2,000 \1,000

38 2013/4/15 機 36 飯田久泰 支払済 \5,000 \5,000

39 2013/5/23 機 31 古場義輝 \2,000 \1,000 -

40 2013/6/9 機 51 武地伸佳 支払済 \2,000 \3,000

41 2013/7/11 開 41 西岡康博 \2,000 - -

42 2013/7/12 機 50 溝尻浩 \2,000 \10,000

小計 \52,000 \108,000 \54,000

平均 \1,238 \2,571 \1,286

平成25年度　会費など振り込み状況

13 
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特別企画１；総会特集 – 

平成 25 年（第 7 回）OB 会総会（中京地区開催） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 準備委員コメント - 

中京地区幹事 総会準備委員長 川越（47） 

総会を企画し、何とか開催できました。これは中京

地区の実行委員会の６人の皆さんがそれぞれ責任

を持って、やってくれたからだと感謝しております。 

 

開催にあたっては、台風の接近が何よりも不安で

した。目玉の新城ラリーが開催されるのか？ 

新幹線など交通は大丈夫か？など水曜日までは

本当に不安でした。が当日は台風はそれ、いい天気。

欠席者もなく、しっかり開催できました。ほっとした次

第です。 

2 年後は関東地区のみなさん 大変ですが、よろ

しくお願いします。 了 

=============================================================================================

中京地区副幹事 河野（49） 

総括的には、各人がヴォランティア精神で集まり、

チームワーク良く、役割を決めて計画実行をした。  

① １年くらい前から、準備に入った。 

  ６名の準備委員で計画実行を行った。 合計１０

回くらいの会合。 

② 書記が即日、議事録を取り、やることを明確にし

て進めた。 

③ 打合せ後、当日に、次回の打合せ日・中味を決

めた。 

④ 役割分担を行い、大日程計画に基づき、進め

た。 

⑤ 現地現物の重視。： 宿泊旅館、ラリー会場、ゴ

ルフ場、他早めに、現地確認を行った。 

⑥ きめ細かなフォローと情報公開を担当の小川君

がよくやった。 

また、総会当日に感じたこと。 

 ⅰ．総会前の役員会は、時間が必要。 

   本音や学生への援助方法などのまじめな議

論。 

 ⅱ．役員の若手化と強化： 事務局 中西さん 

    会計 武地さんはじめ、役割が明確になり、強

化された。事務局・会計 他： ７名の方。 

    今後が頼もしく感じた。  了 
14 
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中京地区 永田（52） 

8 年前の総会では直前に出張となってしまい、み

なさんにご迷惑をかけてしまいました。 

今回の総会では 直前での台風接近など気をも

むことがありましたが、総会を無事終えてホッとしまし

た。  

翌日の新城ラリーは地域とともにやるモータースポ

ーツとなっており、これにも感激しました。 

諸先輩、後輩との交流を継続できるように OB 会を

盛り上げていければ思います 

皆様のご協力に感謝します。 

============================================================================================= 

中京地区 溝尻（５０） 

「文字通りの台風一過の好天に恵まれ、無事に終

了して一安心」が率直な感想です。 

川越さんから声を掛けてもらい、準備委員会への

参加でしたが、貢献度は今ひとつかなと反省してい

るところです。 

個人的には、72-75 年在学当時のメンバー皆さん

との久しぶりの再会で、３０数年前に一気にタイムワ

ープ出来た貴重な時間に感謝しています。

============================================================================================= 

新城ラリー・・・ 

中京地区 会計 御領（63）

ＯＢ会総会の翌日、新城ラリーへギャラリーに行か

れた方々の中には、久しぶりにラリーを目の当たりに

された方も多かったと思います。今回は、全日本選

手権に加え、地方選手権、TRD チャレンジも同時開

催、海外から有名ドライバーもゲストで走るなど、特

に大きなイベントでした。 

新城ラリーは、2004 年に規制緩和の波に乗って、

DOS(Do Outdoor Sports)の名の下、新城市の活性

化を図るため、新城ラリーの主催者である、モンテカ

ルロオートスポーツクラブと市が協力して、中部･近

畿地方選手権として始まりました。10回目を迎える今

年は、メイン会場を昨年までの桜渕公園から新城市

総合運動公園に変えて、林道ではない、スーパース

ペシャルステージ(みなさんがご覧になったコース)を

設定するなど、全日本ラリーの中でも、ギャラリーを

多く集めるイベントに成長してきました。 

 

『チェックー！』、『あと５秒しないとファイナルは出

ない！』、『じゃ、このまま行くぞ！』とタイガー計算機

や円盤を使って、真夜中に、車の中で叫びながら、

部内ラリー・計算ラリーに参加されていた方には、日

本のラリーも大きく変わったことを実感されたと思い

ます。 

 私も、初めて部内ラリーで先輩の A73 ランサーの

後席でロールバーにつかまってダートを走った時の

感動は、今でも忘れません。以降、95 年にドライバ

ーとして初めてラリーに出てから、98 年以降はナビ

ゲータを続け、今年まで、100 戦を超えるラリーに出

てきました。 

 その間には、ノーマル車両規制、市道・県道での

ハイアベレージ走行・ＳＳでの走行禁止等、参加者

にも主催者にもハードルが課せられた形となり、『日

本のラリーはもう・・・』という声が上がった頃もありまし

た。しかし、世の中の変化に応じて、ＦＲ車からＦＦ・４

ＷＤ車へ、未舗装の道が少なくなり、ダートのラリー

から舗装のラリーへ、また、スポーツ性を高め、安全

に走行するため、ハイアベレージ走行からペースノ

ートを使ったＳＳへ変化し、そして何よりもラリーを続

けたいという人達のおかげで、それぞれの時代でそ

れぞれのラリーが続いて来ました。 

 参加台数が 20 年ほど前のように多いわけではあり

ませんが、今後も衰退することなく、日本のラリーが

続いていくことを願うとともに、参加者・主催者として

も出来るだけラリーを続けていくつもりです。（当日は、

地方選手権参加後、総会の途中から参加させて頂き

ました。）  了 

15 
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中京地区の皆様へ（総会幹事へお礼） 

関西地区副幹事 山崎（49） 

今回は総会も、明トラ大会も楽しく過ごさせて頂く

ことができありがとうございました。 

久し振りに懐かしい方々と様々な話をすることが

でき、三河湾を見ながらゆっくり温泉につかることも

できました。又、翌日の新城ラリー会場でのデモ走

行、ＳＳ部分は会場の環境もよく、雰囲気も含め本当

に貴重な思い出となりました。（冥土へのいい土産が

できたと大変喜んでおります） 

初めて参加した８年前は愛知万博の見学ができ、よ

かったなと思いましたが、今回の新城ラリー観戦は、

より素晴らしいと思いました。アレンジ本当にありがと

うございました。 

少ない人数で準備等々、色々とご苦労されたと思

いますが台風の影響も殆どなく、 無事終わって本

当に良かったと思います。中部地区の皆様に心より

御礼申し上げます。 

では、２年後に関東でお会いしましょう。 

取り急ぎお礼方々、連絡させて頂きます。 

 

追って、もう一つ、ＯＢ会に参加して良かった事を言

い忘れていましたのでしつこいですけど、連絡しま

す。 

参加者の皆さんから「元気・パワー」をもらえることで

す。ほんの一例ですけど、 

川越さん：６４歳ですがまだまだ大活躍されているこ

と。 

河野さん：明専会の理事となり我々のお世話に尽力

してもらっていること。 

小川さん：４０代後半でフルマラソンを２時間半で走

っていること。（凄い！！）  

三好さん、藤嶋さん他の方々：４０代でまだまだ現役

でラリーに出場していること。  

白倉さん：８年前に脳梗塞で倒れたが快復して６３歳

まで勤務予定とのこと。 

６０代前半の方々：本年４月から６５歳定年制に変更

されたため、働いている人が 多いこと。 

私は６２歳ですが、もっと頑張って生きてゆかねばと

思った次第です。皆さんに元気をもらい本当に参加

して良かったと思います。では、宜しくお願いします。  

了 

=============================================================================================
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特別企画 2 - 

中京地区で今回総会の準備に活躍いただいた小川（63）さんが、勤務先のデンソー技術会会報 Ｓａｎｄｐｉｔ ２０１３年

１１月号にご自分の趣味「マラソン」について、科学的分析を含めた寄稿をされました。皆様への参考になると思い、本

誌への掲載の許可を取っていただきました。 ランニング初心者へのアドバイスもあり、読まれた皆さんは、きっと運動

したくなると思います。 

  

17 

よくわかるシリーズ②

単純だけど奥深いスポーツ、マラソン
総研 研究3部32室 l」¥JII

はじめに

高橋尚子選手や野口みずき選手のオリンピックでの活躍、

また健康志向の高まりから、最近のマラソンプームには目を

見張るものがあります。東京マラソンに至っては申し込みの

倍率が10倍以上という盛り上がりです。私もマラソンブーム

に火が付く少し前の2001年から走り始め、ランニング雑誌

を読んだり 、自分自身の経験からそれなりにランニングに関

する知識を身に付けてきました。デンソー技術会の会報で

あるSandpitに相応しいハイテクな内容はあまりありませんが、

なるべく科学的な要素を入れることで、少しでもマラソンに

興味を持って頂ければ幸いです。

マラソンの科学

(1)消費エネルギ

ランニングに要する

消費エネルギを計算

する方法は、1kg、lk

m、1k ca 1と覚えると

簡単です。例えば、体

重60kgの人が10km

走ると600kcalの消

費エネルギとなります

【図 1】。フルマラソン

の場合、42.195kmを

走るわけですから、およそ2500kcalのエネルギが必要とな

ります。一方、すぐに消費できる形で体内に蓄えられている

エネルギはグリコーゲンというプドウ糖がいくつも連なった構

造で筋肉や肝臓に蓄えられています。その貯蔵塁には制限

があり、通常1800kcalくらいと言われています。フルマラソ

ンの距離に換算すると30kmくらいでグリコーゲンは枯渇す

る事になります。これが俗に言う30kmの壁と言われる現象

で、車のガソリンが切れたかの様に見事に失速します。これ

を避けるために一流選手ではスペシャルドリンクでエネルギ

を補給します。一般ランナーではスペシャルドリンクは置けま

せんのでレース途中のエイドでの補給食や、スタート前に炭

水化物などの消化の良いものを取る必要があります。

(1
e
:
:
n
o
~
1

r
-
.
1
:
:

H

鉱
喪

消費エネルギ(kcal)
＝体重（kg)X距離(km).

距離(km)

1図1】ランニングと消費エネルギ

(2)エネルギの流れ

運動に要するエネルギの流れを自動車にたとえて説明し

ます。前に述べましたように、筋肉にはグリコーゲンという燃

料が蓄えられています。呼吸により肺から吸収された酸素

は血液に乗って筋肉に供給されます。筋肉ではグリコーゲン

がブドウ糖に分解され、酸素と反応して二酸化炭素と水、そ

して筋肉を収縮させるためのエネルギが発生します。さしず

め筋肉が自動車でいうエンジン、心臓はフューエルポンプ、

血管は空気を送るスロットルバルブ？に相当します。早く走る

ためにはいずれの機能もトレーニングで鍛える必要があります。

トレーニングの進んだランナーは酸素を送るための毛細血

管が発達していますし、一回の脈拍で送る血液景も多く、さ

らに最大心拍数も高くなります。もちろん体脂肪も少なく軽

蓋化されたボディで、まさにレーシングカーの様なスペックに

なっています 【図2】。

人

：口~06 + 602 こニミ 霜1s+1102
→6C02 + 6出o+エネルギー →7C02 + 8出〇＋エネルギー

【図2】人と車のエネルギの流れ

(3)レース距離と心拍数

筋肉の運動を2つに別けると有酸素運動と無酸素運動

に分かれます。有酸素運動は酸素を送りつつ小さな力なか

ら持続的に続けられる運動で、遅筋という筋肉繊維がこれ

を受け持ちます。無酸素運動は短時間に大きな力を出しま

すが、持続性の悪い運動で、速筋がこれを受け持ちます。

運動強度を徐々に上げていくと、有酸素運動から、酸素の

供給が筋肉の需要に追いつかず、無酸素運動の比率が上

がってきます。無酸素運動は乳酸という疲労物質を出し、こ

れ力］薔積すると、筋肉の動きを妨げます 【区3】。
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【図3]負荷と筋線維

最大

7
 
a11d1 2013.11 



 

118 

10 

 

 

  

18 

マラソンの運動強度は、有酸素運動と無酸素運動が混

じり合った運動です。最も早くゴールまでたどり着くためには、

乳酸を溜めつつも持続可能な適切な運動強度で走る事が

重要になります。運動強度を推定するには心拍数が目安に

なります。丁度、エンジンのタコメータに相当し、最も効率的

な負荷の回転数（心拍数）をキープしながら走れば途 中の

失速も無く、エネルギを無駄に残す事無くゴールする事がで

きます。適切な運動強度はレースの距離毎に変わります。短

い距離なら高い運動強度で走り切れますし、長い距離では

運動強度を低くする必要があります。

実際の運動強度と心拍数について見ていきます。運動

強度はその人の最大心拍数に対する比率で示すことがで

きます。最大心拍数は心拍数が最大になるまで激しい運動

をすれば到達しますが、実際やってみるとどこが最大か見

極めるのが大変です。そこでコンコーニテストというものがあ

ります。400mトラックで100m毎にLAPを2~3秒ずつ上げ

ながら心拍数を測定し、もうこれ以上上げられないところま

で記録します。横軸にスピード、縦軸を心拍数にしてグラフ

にすると、スピードに比例して心拍数は上がって行きますが、

ある所から上がり方が鈍くなります。このポイントが有酸素連

動と無酸素運動の境目であり、HRT（心拍性作業闊値）と

いうポイントです。このHRTは最大心拍数のおよそ85％とさ

れているのでHRTを0.85で割れば最大心拍数を推定でき

ます。この最大心拍数を基準にフルマラソンでは83~87%、

ハーフマラソンでは88~91%、10kmでは90~93％くらい

の心拍数が目安となります。

参考に、私のコンコーニテストの結果と 、上手く走れたレ

ースのペースに対する平均心拍数をプロットしたデータを示

します 【図4】、【図5】。このデータを測定したのは39歳の

頃で、フルマラソンで漸く3時間以内で走れるようになった＜

らいのレベルでしたが、レース距離と心拍数の関係は上記

の目安とほぼ一致していました。
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1図5)レース距離と心拍数
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マラソンのすすめ

ここまである程度トレーニングを積んだランナーがマラソン

を走る場合の理屈的なところをお話してきました。ここからは

初心者の方でも役に立つ知識をご紹介したいと思います。

(1)体重管理

ランニングを始めようとするきっかけはダイエットという方が

多いのではないでしょうか？しかし、太ったままでいきなり走り

始めると故障しやすいため、ある程度体重を落とす必要が

あります。目安として、BMI（＝体重（kg)＋（身長 (m))の

2乗）が25を超える様であれば、まずはウォーキングから始め

る事をお勧めします。ウォーキングでの消費カロリーもランニ

ング同様、体重x距離です。
体重は、消費カロリー＞摂取カロリーにすれば確実に減

少していきます。消費カロリーは碁礎代謝＋運動によって燃

やされるエネルギです。たとえば脂肪1kgは約7000kcal

です。これをランニングで消費するには、冒頭の消費エネル

ギ計算から、60kgの人でも100km以上走る必要があり何

日かに分けて燃やしましょう。

一方、摂取カロリーは食事から計算できます。カロリーを

計算するのが面飼な人は、だいたい体重が一定になる食

事旦と運動呈を覚えておいて、晩ご飯のご飯一杯を減らせば、

摂取カロリーは約250kcal減となります。仮に1日250kcal

ずつ脂肪を減らして行けば28日で1kgの減量ができます。

目標を立ててグラフに体重をプロットしながら減量すると意

外なくらい計算どおりに体重が減って行きます。尚、体重は

ランニング直後に汗をかいて一時的に減った状態で測定し

てもあまり意味はありません。減らしたいのは水分ではなく脂

肪です。

(2)シューズ選び

シューズの重要な機能は衝墜吸収力と曲げ剛性です。

着地時の衝眠は体重の3倍もの荷重がかかるといわれてい

ます。足に加わる荷重は着地から蹴り出しにかけて踵から
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つま先に移動します。蹴り出しの瞬間は足のアーチの部分

に大きな負担がかかるので、ソール部の補強材が強い程、

負担を軽減できます。初心者の方はソールが厚く、曲げに対

する反発力の強いシューズを選びましょう。

一方、膝やアーチの強化されている上級者がレースで使

うシューズは、軽塁化を優先してソールは薄く、補強も簡素

なものが使用されます 【図6】【図7】【図8】。

【図6]アーチ

（図7)ソールの厚さ

最大心拍数を知る事ができますが、初心者の方には面倒だ

と思います。そこで最大心拍数の簡単な求め方として220

一年齢という式を使います。たとえば40歳の方なら220-4

0 = 180拍／分、その60~70％は108~126拍／分です。
また、脈拍の測り方は運動直後に15秒間脈を取り、4をかけ

る方法が簡単です。実際その心拍数で走ってみるとわかる

と思いますが、意外と楽なペースです。脈拍を測るのも面倒

な方は、ニコニコ笑いながらお喋りをできるくらいのペースと

言ったらわかりやすいかもしれません。

ランニングを始めて暫くの間は上記のようなジョギングで

十分です。そのうちもっと速く走りたいとか、もっと長い距離

を楽に走りたいとか思うようになってきます。その場合、少々

頑張る事が必要になってきます。トレーニングとは細胞の破

壊と修復の繰り返しです。細胞の修復には1~2日程度か

かります。トレーニングをすると一旦疲労してパフォーマンス

は落ちますが、数日後には元より高いレベルになっています。

これを超回復と呼びます。練習の基本はジョギングですが、

超回復の原理で週に1、2回負荷の高いトレーニングを積む

とランニングの能力は向上していきます。負荷の高いトレーニ

ングの周期を短くし過ぎると効果が少ないばかりか、疲労が

蓄積して故障に至る場合もありますのでご注意下さい 【図9】。

トレーニング

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

疲労のビーク 超回復

時間

（図9】超回復

(4)ランニングフォーム

人によって骨格や癖も違うので、このフォームがベストとい

うものは無く、自然に走るフォームで良いと思います。しいて

言うならば姿勢を正すこと。これは背骨を伸ばす事で骨盤

が前傾し、足の可動域を後ろに大きく取れるので動きがスム

ーズになります。また腹筋などの休幹の大きな筋肉を使うと

楽に早く走れるようになります。体幹の筋肉は意識しないと

使えませんが、使おうとしてもどうやったら使えるのかわから

ないと思います。道路に白線がある時など一本線上に足を

運んでみて下さい。左右の足を一直線上に運ぶことでいや

(3)トレーニング方法 でも体を捻る事になります。この運動が体幹の筋肉を使う練

ランニングというと顔をしかめてシャカリキに走るイメージ 習になります。

を持っている方も多いと思います。有酸素運動という面では

先に述べましたHRT以下の心拍数での運動、特に健康維 （5)目標設定

持、ダイエットの目的からは最大心拍数の60~70％くらいの ランニングを始めていきなりフルマラソンに挑戦するのは

負荷が有効です。前述のコンコーニテストをすれば自分の やや無謀だと思います。始めは10kmくらいの短めのレース

9 ,and1 2on.11 
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を1年に何本か走り、ハーフマラソン、フルマラソンとステップ

ァップする事をお勧めします。レースに出る時はゴールタイム

の目標を設定しましょう。最初のレースは見当も付かないか

もしれませんが、2本日 、3本目になると前回の結果を基準に

してどれくらいのタイムを狙うか目標が設定できると思います。

前回のタイムより少し速いタイムを狙いましょう。そして1km

毎のラップを計算し、イープンペースで走りましょう。10kmの

レースを何本か走った後に、ハーフマラソンなどの距離の違

うレースに出る場合は、同じレベルの人が違う距離を走った

場合のペースの相関があります。その相関から推定される

タイムの少し上を狙った目標タイムを設定しましょう 【図10】。
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【図10]レース距離とペースの相関

(6)いろいろなランニング

ここまでレースについて説明してきましたが、ランニングの

楽しさはレースだけではありません。たとえば家の近所のラ

ンニングコースを決めて日々走っていると、季節によっていろ

んな花が咲いていたり、いろんな動物と会えたりします。いつ

も自動車では通る道でも自分の足でゆっくりと走ると見過ご

していたいろんな事に気1寸くでしょう。仲間を誘ってリュック

を背負って少し遠くまで走ってみるのも楽しいものです。目的

地は温泉のある所がお勧めです。ビールが飲めれば最高で

す。旧東海道や旧 中山道など歴史を迪っていくのも面白い

です。最初は2、3kmくらいしか走れないと思いますが、人

間とはすごいもので、トレーニングさえすれば考えられないく

らいの距離を平気で走れるようになります。フルマラソンを完

走する人は決して特別の人ではありません。

終わりに

走り始めたきっかけは35歳の時、ご他聞に漏れずメタボが

気になってきた事からでした。2001年の正月から一念発起

走り始め、最初は10kmが完走できか不安でしたが、近場

のマラソン大会で何とか完走。走るたびに記録が伸びて行

くので面白くなり、どんどん深みにはまっていきました。今では

月間走行距離は400km~500kmくらいに達します。普段

通勤で車を使わないので自動車の走行距離より、足で走る

距離の方が多いくらいです 【図11】、【図12】。

【図11]走る仲間と（筆者は先頭、左から6番目）

〈ベスト記録〉

フルマラソン：2時間30分15秒 (45歳）

ハーフマラソン：1時間10分25秒 (45歳）

5000m:15分49秒 (45歳）

昨年 (47歳）はシーズン直前に故障してしまったため自

己ベストの更新はなりませんでしたが、まだまだ記録を伸ば

したいと思っています。特に福岡国際マラソンでは43歳以

降4回連続、2時間30分台でわずかに2時間30分を切れ

ずに涙を呑んでいます。日本最古の歴史あるびわ湖マラソ

ンの出場貪格が2時間30分以内なので、何とか50歳にな

る前にびわ湖マラソンに出場する事を目標に夜な夜なトレー

ニングに励んでいます。

【図12]レース写真（中京大土曜競技会）
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- 会員名簿 - 

会員名簿は個人情報になりますので、お取扱にご注意お願いします。 

住所が空欄の方は、連絡方法がありません。ご存知の方が居られましたら、ご本人様に、流星担当 武地（最終

ページに住所、Email アドレス掲示）に連絡いていただくようお伝え願います。住所は、流星の配布やＯＢ会から

のご連絡に使います。住所の記録がある方でも流星が返送されます。皆様も連絡先変更をご連絡いただけると

幸いです。また、郡・市も掲載を希望されない方はお申し出下さい。住所欄を見えないようにします。 

 

 

九州工業大学会　責善会　自動車部OB会名簿

№ 学科 卒年 氏名 地域
都道
府県

郡市 № 学科 卒年 氏名 地域
都道
府県

郡市 № 学科 卒年 氏名 地域
都道
府県

郡市

1 キ 17 豊田侃信 九州 熊本県 八代市 69 機 39 砂本克也 関東 神奈川県 相模原市 137 化 47 川越光廣 中部 愛知県 岡崎市
2 キ 18 芳賀敏夫 中部 石川県 金沢市 70 電 39 高宗瑩暁 138 制 47 鳥飼　潤 近畿 滋賀県 大津市
3 キ 18 馬場忠士（尾塚） 71 電 39 田中一成 九州 福岡県 京都郡 139 制 47 濱田兼幸
4 コ 21 渡辺博孝 72 機 39 常冨容史 中国 岡山県 倉敷市 140 化 47 森田俊治 近畿 大阪府 八尾市
5 ヤ 22 石飛英二 九州 福岡県 福岡市 73 金 39 友永三千人 九州 大分県 別府市 141 制 48 泡田秀美 中国 山口県 防府市
6 キ 22 上妻英敏 中国 広島県 広島市 74 機 39 中原保明 近畿 京都府 京都市 142 加 48 井上　巧 近畿 兵庫県 姫路市
7 キ 22 田辺益男 75 化 39 浜田哲夫 関東 神奈川県 鎌倉市 143 加 48 大庭昭二 関東 東京都 杉並区
8 カ 23 青木昭二 九州 福岡県 北九州市 76 電 39 松本　静 九州 福岡県 北九州市 144 制 48 小泉　豊 近畿 兵庫県 神戸市
9 キ 23 大田　満 九州 福岡県 遠賀郡 77 機 39 三隅紀久雄 中国 山口県 宇部市 145 加 48 高見法生 九州 福岡県 北九州市

10 キ 23 大野周三 九州 福岡県 北九州市 78 機 39 宮崎武士 関東 茨城県 土浦市 146 機 48 長尾彰士 中国 広島県 広島市
11 キ 23 紀田兼昭 九州 大分県 杵築市 79 機 39 横田　登 関東 栃木県 入間市 147 子 48 平松和彦 中国 広島県 東広島市
12 キ 23 小林良一 九州 福岡県 宗像市 80 鉱 39 吉武美昭 九州 大分県 大分市 148 機2 48 古本正春 中国 広島県 広島市
13 キ 23 坂本将之 九州 大分県 宇佐市 81 機 39 米倉博幸 関東 神奈川県 相模原市 149 子 48 村上博行 関東 神奈川県 川崎市
14 キ 23 舛谷圭一 近畿 大阪府 豊中市 82 電 40 石原洋文 150 制 49 河野文隆 中部 愛知県 豊田市
15 カ 24 岩本博康 関東 東京都 昭島市 83 化 40 梅山安徳 関東 東京都 府中市 151 機 49 近藤健二
16 テ 24 森山昌和 関東 茨城県 日立市 84 二機 40 大庭公秀 九州 福岡県 北九州市 152 電 49 佐藤修一 関東 千葉県 君津市
17 キ 25 島崎俊雄（嶋袋）関東 東京都 練馬区 85 制 40 木田　誼 関東 東京都 板橋区 153 機 49 時松和壽 関東 神奈川県 川崎市
18 キ 25 白石達男 九州 福岡県 福津市 86 電 40 橘　正 近畿 兵庫県 神戸市 154 化 49 刀禰文廣 関東 千葉県 市原市
19 キ 25 中野大典 中部 愛知県 名古屋市 87 制 40 六代　慧 関東 埼玉県 さいたま市 155 機 49 堀川浩司 中国 山口県 岩国市
20 テ 25 別所禮治 88 開 41 Rustam Teuku 海外 Indonesia Jakarta 156 電 49 宮本洋一 中部 愛知県 岡崎市
21 キ 25 松尾憲一 九州 福岡県 福岡市 89 機 41 金児　洋 中国 山口県 宇部市 157 電 49 山崎賢二 近畿 兵庫県 宝塚市
22 キ 26 窪山郁雄 90 金 41 甲村武史 九州 福岡県 福岡市 158 機2 49 山地　博 九州 福岡県 北九州市
23 キ 26 塚田忠正 九州 福岡県 北九州市 91 開 41 西岡康博 関東 群馬県 高崎市 159 子 50 浅野一学
24 金 28 島　昭人 関東 東京都 板橋区 92 金 41 山田浩司 九州 大分県 日田市 160 機 50 牛島秀幸 九州 福岡県 北九州市
25 機 28 山田　稔 関東 神奈川県 藤沢市 93 制 42 市丸博之 九州 福岡県 福岡市 161 機 50 黒瀬文雄 関東 千葉県 千葉市
26 機 29 城　萬士 中部 愛知県 小牧市 94 化 42 尾崎邦夫 中国 山口県 周南市 162 機 50 佐伯行信 関東 神奈川県 横浜市
27 電 29 廣田佳男 関東 千葉県 千葉市 95 電 42 片岡弘之 163 加 50 首藤光生 九州 大分県 大分市
28 機 29 山田靖彦 関東 千葉県 柏市 96 電 42 加藤敏光 関東 神奈川県 川崎市 164 機 50 田中文夫 九州 長崎県 長崎市
29 鉱 30 中島福雄 関東 東京都 町田市 97 二電 42 谷口義明 165 金 50 鳥越　清 九州 宮崎県 宮崎市
30 鉱 30 渡邉　聰 関東 東京都 江東区 98 電 42 芳賀義昭 九州 福岡県 北九州市 166 加 50 中西　彰 関東 滋賀県 大津市
31 鉱 31 河相良行 関東 千葉県 船橋市 99 電 42 浜本　悟 167 制 50 西　裕二 中部 愛知県 稲沢市
32 機 31 古場義輝 関東 神奈川県 横浜市 100 電 43 宇塚和則 中国 広島県 広島市 168 情 50 晴田和夫 中国 岡山県 岡山市
33 機 32 楠田洋一 九州 大分県 大分市 101 機 43 木庭敬士 近畿 兵庫県 川西市 169 化 50 畑中修二
34 化 32 丸山英世 関東 神奈川県 横浜市 102 金 43 進藤八州男 170 機 50 溝尻　浩 中部 愛知県 岡崎市
35 電 32 安光信義 近畿 兵庫県 姫路市 103 金 43 高崎晴之 関東 千葉県 鎌ヶ谷市 171 開 50 吉川吉久 九州 長崎県 西彼杵郡
36 機 33 池田　恒 関東 千葉県 流山市 104 電 43 長澤清洲 九州 福岡県 北九州市 172 加 51 白倉義弘 中部 富山県 射水市
37 化 33 柏木　坦 中国 岡山県 倉敷市 105 金 43 中島喜満 関東 千葉県 千葉市 173 機2 51 武地伸佳 関東 神奈川県 横浜市
38 化 33 嘉村　剛 中国 岡山県 岡山市 106 化 43 森永宏樹 関東 茨城県 笠間市 174 機2 51 武地伸佳sub 関東 神奈川県 横浜市
39 金 33 久保田達之 近畿 大阪府 堺市 107 制 43 山根泰宇 関東 東京都 立川市 175 機2 51 本吉　智 関東 神奈川県 海老名市
40 鉱 33 齋藤健治 九州 鹿児島県 霧島市 108 電 43 山本一明 関東 神奈川県 横浜市 176 機 52 坂井典次 関東 埼玉県 入間郡
41 機 33 中村俊明 関東 埼玉県 春日部市 109 子 44 伊東和俊 九州 大分県 大分市 177 機 52 石田　浩 近畿 三重県 四日市市
42 機 33 古屋　侃 関東 神奈川県 相模原市 110 子 44 井上弌正 海外 Monterey Park 178 加 52 板井靖司 関東 埼玉県 鶴ヶ島市
43 電 33 松吉　一 関東 神奈川県 横須賀市 111 電 44 大本　宏 関東 千葉県 船橋市 179 金 52 嶋田一郎 九州 長崎県 佐世保市
44 機 34 塩谷恭一 112 機 44 小笠原健治 関東 東京都 大田区 180 制 52 永田義行 中部 愛知県 岡崎市
45 化 34 白橋英憲 関東 東京都 小平市 113 機 44 掛水典義 181 機 52 中野博志 九州 福岡県 北九州市
46 機 34 冨田凡人 114 二電 44 熊本博司 九州 佐賀県 唐津市 182 制 52 野瀬　聡
47 鉱 35 信国之雄 九州 福岡県 中間市 115 機 44 鶴長恭明 183 金 52 房前　悟 関東 千葉県 市川市
48 機 35 進藤牧人 関東 東京都 東村山市 116 電 44 藤田嘉彦 九州 福岡県 北九州市 184 開 52 松本正生 九州 熊本県 熊本市
49 化 35 山口博子 九州 熊本県 熊本市 117 機 44 松原正巳 中部 静岡県 富士市 185 開 52 的場俊昌
50 機 36 飯田久泰 九州 福岡県 福岡市 118 機 44 渡辺正嗣 186 子 52 安永　智 関東 神奈川県 横浜市
51 鉱 36 香月春彦 関東 埼玉県 蓮田市 119 機 45 釘宮尚正 中部 愛知県 豊田市 187 金 53 江頭和昭 関東 東京都 八王子市
52 機 36 木村知幸 関東 千葉県 佐倉市 120 子 45 坂本恒之輔 九州 福岡県 福岡市 188 子 53 政近　均 九州 大分県 大分市
53 機 36 佐伯晃一 関東 千葉県 流山市 121 化 45 柴田博幸 九州 福岡県 北九州市 189 情 53 三浦　巧 九州 福岡県 北九州市
54 電 36 谷岡芳則 122 化 45 田中直方 近畿 兵庫県 神戸市 190 金 53 八木　繁 九州 長崎県 南高来郡
55 電 36 久富貞夫 中国 広島県 広島市 123 開 45 八木　浩 関東 東京都 杉並区 191 情 55 網田浩三 関東 神奈川県 横浜市
56 電 37 小野正雄 九州 福岡県 福岡市 124 金 46 鞍馬英司 中国 山口県 宇部市 192 機 54 石野田昭彦 関東 神奈川県 横浜市
57 機 37 木島保寿 関東 神奈川県 相模原市 125 機 46 佐藤久雄 関東 東京都 武蔵村山市 193 制 54 倉地良和
58 電 37 木村明郎 関東 神奈川県 綾瀬市 126 電 46 新開浩一 関東 千葉県 佐倉市 194 開 54 國栖　晃 九州 佐賀県 佐賀市
59 金 37 門司和夫 関東 東京都 国分寺市 127 子 46 中野　悟 関東 神奈川県 藤沢市 195 制 54 近藤　務 関東 茨城県 高萩市
60 化 37 山田俊雄 近畿 三重県 津市 128 制 46 野見山章 九州 福岡県 福岡市 196 機 54 坂田晃羅 関東 三重県 四日市市
61 電 38 犬塚俊夫 近畿 大阪府 豊中市 129 機 46 檜原耕造 近畿 兵庫県 加古川市 197 機2 54 三宝康則 近畿 大阪府 堺市
62 電 38 栗本紘治 関東 神奈川県 横浜市 130 制 46 福永　茂 関東 埼玉県 日高市 198 制 54 西原博徳 九州 福岡県 みやま市
63 電 38 高橋清臣 中部 愛知県 名古屋市 131 子 46 細川義寛 中部 愛知県 日進市 199 化 54 西村勝英 近畿 大阪府 和泉市
64 化 38 花田正幸 九州 福岡県 北九州市 132 機 46 山本賢治 九州 福岡県 中間市 200 子 54 早田洋一 関東 神奈川県 南足柄市
65 電 38 藤本　昇 133 制 46 山本正樹 九州 福岡県 京都郡 201 機2 54 槙本　茂 関東 千葉県 佐倉市
66 電 38 益田和夫 近畿 奈良県 奈良市 134 金 46 古河洋文 近畿 兵庫県 姫路市 202 機 54 舛重　豊 九州 宮崎県 延岡市
67 化 38 宮原克彦 135 二電 46 杣　謙一郎 関東 茨城県 北茨城市 203 化 54 松岡　智子（帆足）九州 福岡県 北九州市
68 金 39 小宮陸紘 九州 福岡県 北九州市 136 機 47 安部公良 近畿 和歌山県 岩出市 204 機 54 諸橋　勝 近畿 大阪府 大阪市
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【編集後記】 

平素は OB 会の活動にご理解、ご協力いただき厚く

お礼申し上げます。 

前号でここに平成 24 年 12 月の総選挙について書い

た。結果は、自民党の大勝。アベノミクスのおかげで

行き過ぎた円高が是正された。しかし、依然原発問

題、震災復興、外交問題、異常気象など問題は山積

み。庶民としても草の根で出来ることから社会に貢献

したい。 

OB 会としては、平成卒の若い人の参加が課題です。

お近くの方に声掛けをお願いします。（武） 

 

 

№ 学科 卒年 氏名 地域
都道
府県

郡市 № 学科 卒年 氏名 地域
都道
府県

郡市 № 学科 卒年 氏名 地域
都道
府県

郡市

205 環 54 山内幸清 273 金 63 柿木基文 近畿 京都府 八幡市 341 機宇 H14 森　浩二 中国 岡山県 総社市
206 機 54 山下能史 九州 佐賀県 三養基郡 274 機2 63 御領親幸 中部 愛知県 安城市 342 H14 石塚　誠
207 化 54 四辻博文 中国 広島県 広島市 275 開 63 坂口裕司 関東 神奈川県 川崎市 343 H14 渡辺冠士
208 機 55 石田和布 近畿 兵庫県 川西市 276 金 63 坂田康通 関東 神奈川県 川崎市 344 電 H14 安倍俊富 関東 茨城県 ひたちなか市

209 機 56 岩尾　満 中国 広島県 廿日市市 277 金 63 高以来陽治 345 機制 H15 石塚　誠 九州 福岡
210 制 55 太田大州 関東 千葉県 佐倉市 278 Ｍ設 63 永富　潤 近畿 兵庫県 神戸市 346 機知 H15 村井健太郎 関東 埼玉県 川越市
211 電 56 太田敏隆 関東 茨城県 つくば市 279 化 63 真島匡典 九州 佐賀県 佐賀郡 347 機 H17 犬丸　卓 九州 福岡県 福岡市
212 機 56 大原憲一 中国 広島県 東広島市 280 開 H1 河野俊史 関東 神奈川県 横浜市 348 H17 西本雄亮
213 金 56 島原芳雄 関東 東京都 台東区 281 機2 H2 木戸　司 349 H17 西野耕司
214 金 55 孝橋生郎 近畿 奈良県 五條市 282 Ｍ設 H1 黒田　豊 九州 福岡県 行橋市 350 H17 田口隆浩
215 機 55 中村正法 283 制 H1 谷口　浩 関東 千葉県 千葉市 351 H18 延原
216 環 55 福川将文 関東 神奈川県 小田原市 284 金 H1 鶴田靖英 関東 群馬県 太田市 352 M機 H18 石丸昌弘
217 子 55 渕上弘行 関東 千葉県 柏市 285 機2 H1 永渕直大 関東 神奈川県 相模原市 353 H19 徳永英之
218 化 56 府内秀幸 286 機 H1 藤嶋義孝 近畿 京都府 京都市 354 H19 泥谷圭亮
219 機 55 松元俊彦 関東 千葉県 我孫子市 287 加 H1 古寺明雄 九州 大分 北米 355 H19 藤川　諒
220 子 55 光成敏博 中国 広島県 福山市 288 機 H1 元木昭宏 中国 広島県 広島市 356 H20 安部将太
221 情 56 石松英明 289 金 H1 山下利彦 九州 福岡県 北九州市 357 H20 国吉　努
222 化 56 須藤啓司 九州 大分県 由布市 290 加 H2 今泉雄起 九州 福岡県 糟屋郡 358 H20 倉本竜典
223 機 56 高須賀英夫 291 加 H2 高安秀徳 359 H20 平塚亮輔
224 子 56 徳永信吾 292 電 H2 藤井啓一 中国 広島県 広島市 360 H21 朝長雄大 九州 福岡県 北九州市
225 加 56 平田千鳥 九州 福岡県 北九州市 293 機 H2 山崎公幸 361 H21 石原
226 機2 56 藤本義文 中国 広島県 福山市 294 機 H2 渡辺秀男 中部 愛知県 豊田市 362 H21 桑原
227 機 56 武藤哲郎 九州 福岡県 八女市 295 機 H3 須賀　明 363 H21 花本
228 化 57 石井庸夫 関東 埼玉県 越谷市 296 Ｍ設 H3 竹下朋春 九州 福岡県 北九州市 364 学科? H21 原島賢太 九州 福岡県 北九州市
229 開 57 大島一郎 九州 福岡県 福岡市 297 機 H3 林　弘治 中国 岡山県 倉敷市 365 電 H22 北垣恵一 九州 福岡県 北九州市
230 電 57 大野敬二 298 機2 H3 福田達也 九州 福岡県 京都郡 366 機 H23 香川 岳寛
231 子 57 尾辻泰一 東北 宮城県 仙台市 299 機2 H4 内野稔秀 367 機 H23 山端 誠志郎
232 電 57 小野裕人 300 M設 H4 公山謙二 海外 USA Wilson
233 子 57 川村　博 中部 愛知県 岡崎市 301 設機 H4 白石　聡 【物故者】
234 子 57 白水孝久 九州 佐賀県 鳥栖市 302 機 H4 宗雲裕昭 キ 17 豊田侃信
235 子 57 中村　聡 九州 福岡県 北九州市 303 M設 H4 谷尾　憲 テ 19 山本平八
236 化 57 畠中信和 九州 福岡県 北九州市 304 設機 H4 山下　暢 九州 熊本県 宇土市 コ 21 古江　勝
237 機 57 山口　寛 関東 東京都 西多摩郡 305 設機 H4 山根康実 キ 21 喜多村広利
238 機 58 浦田慎二 関東 神奈川県 横浜市 306 設機 H4 山本　剛 九州 福岡県 太宰府市 テ 21 今井淳之
239 開 58 片岡琢士 九州 熊本県 熊本市 307 機 H4 吉住治郎 中部 愛知県 西加茂郡 キ 22 越出保隆 （旧姓・福田）
240 制 58 島村秀司 中部 静岡県 御前崎市 308 機 H5 家守冶一 中国 岡山県 倉敷市 キ 22 伊東広一
241 制 58 永井祐二 九州 宮崎県 宮崎市 309 設機 H5 紙谷俊彦 テ 22 立松健三
242 金 58 廣田　孝 近畿 大阪府 岸和田市 310 設機 H5 松尾勝規 中部 愛知県 岡崎市 キ 23 久保昭夫
243 子 58 前田　満 九州 福岡県 福岡市 311 設機 H5 山口哲治 キ 23 三重野宗一
244 環 58 三原伸治 関東 静岡県 静岡市 312 電計 H6 川口修一 キ 23 田中桂三
245 制 58 森　浩紀 九州 福岡県 福岡市 313 設機 H7 桂　和成 九州 福岡県 北九州市 キ 24 赤松和範
246 金 59 大井倫夫 四国 徳島県 徳島市 314 物材 H7 原田博孝 テ 24 高野聖也
247 金 59 小川洋一 九州 福岡県 北九州市 315 設機 H8 岡　哲郎 カ 24 真那子晃一
248 機 59 近藤一彦 四国 愛媛県 今治市 316 設機 H8 小西幸生 関東 栃木県 宇都宮市 キ 25 澤井慶次
249 開 58 高橋健司 九州 大分県 大分市 317 電子 H8 中沢正一郎 キ 25 酒井通光
250 機 59 津曲隆司 関東 東京都 狛江市 318 設機 H8 渡邊裕之 九州 大分県 大分市 キ 25 溝口泰生
251 開 59 友田富雄 九州 福岡県 北九州市 319 設機 H9 小野浩一 九州 福岡県 太宰府市 キ 26 後藤哲二
252 機 59 長木正博 中国 広島県 三原市 320 設機 H9 篠崎正孝 九州 福岡県 福岡市 二テ 26 川崎博久
253 機 59 長沼浩二 九州 大分県 大分市 321 電電 H9 鈴木隆友 機 28 渡辺良一
254 機 59 那須良行 九州 福岡県 中間市 322 電電 H9 宮城政人 九州 沖縄県 島尻郡 電 29 吉田祐三
255 機 59 稗田俊彦 九州 熊本県 菊池郡 323 設機 H9 森若晃太郎 九州 福岡県 京都郡 鉱 32 松吉　勇
256 情 59 平瀬良人 324 設機 H9 山本信也 九州 大分県 東国東郡 化 32 川崎高穂
257 環 60 井上浩俊 九州 福岡県 甘木市 325 設機 H9 渡邊　洋 金 32 笠原義太郎
258 制 60 小林将一 326 設機 H10 小早川　貴 中国 山口県 周南市 化 33 林田正三
259 機2 61 石井鉄也 327 設機 H10 高橋範康 中国 山口県 周南市 機 33 小堀哲雄
260 機 61 一瀬博保 328 設機 H10 遠山浩一 九州 福岡県 北九州市 金 36 渡辺敏美
261 機 61 中村　勉 中国 山口県 光市 329 設建 H11 井手野　創 九州 福岡県 福岡市 機 37 倉益寿義
262 機2 61 福島　貫 中部 愛知県 豊田市 330 設機 H11 中村裕一 機 38 森光輝八郎
263 開 62 小嶺弘之 九州 長崎県 長崎市 331 設機 H11 藤井隆史 二機 40 大庭公秀
264 機2 62 近藤　薫 関東 東京都 町田市 332 設機 H12 岩本俊郎 九州 福岡県 京都郡 開 43 伊藤東一
265 機 62 貞苅秀治 中部 愛知県 刈谷市 333 設機 H12 中本立宙 中国 山口県 下関市 機2 48 浜田　司
266 開 62 三角衡一郎 九州 福岡県 宗像市 334 設機 H13 賀村　拓 機 51 高橋秀一
267 金 62 生越丈夫 九州 福岡県 久留米市 335 M機 H13 山ノ口智誉 関東 神奈川県 横浜市 情 53 潮﨑英雄
268 機2 62 三好明宏 中国 兵庫県 西宮市 336 機制 H13 渡邊冠士 九州 長崎県 長崎市 化 56 府内秀幸
269 機 62 諸岡　陽 337 H13 柴田　徹 機2 57 寺田睦雄
270 機 62 山田陸生 九州 福岡県 太宰府市 338 機情 H14 安部満正
271 機 62 山本　彰 九州 福岡県 飯塚市 339 設B H14 柴田　徹 九州 福岡県 遠賀郡
272 機2 63 小川博史 中部 愛知県 名古屋市 340 機宇 H14 松本寛治 関東 栃木県 宇都宮市

発行日 平成 2５年 12 月 15 日 

発行者 九州工業大学責善会自動車部 

  主将 穴井 

      明専・九州工大自動車部 OB 会 

  会長 木村 

編集者 武地（51） 
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